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報告書作成日
2020年 2月 2日
報告事項
[1]　 第97回大会（2020年3月17日-19日、別府）での国際交流委員会シンポジウム

第97回大会では下記2件の国際交流委員会シンポジウムを実施する。報告済みなので、過去に実施したものと共に、略記する。

日中韓、日中（第90回、東京）：　
予算 15万円 x 2

日中、日韓（第91回、鹿児島）：　
予算 15万円 x 2

日中、日韓（第92回、神戸）：　
予算 15万円 x 2

日中、日韓、（日Au）（第93回、札幌）：　
予算 15万円 x 2

日中、日韓、日台（第94回、浜松）：　
予算 15万円 x 3

日中、日韓、日台、日Au（第95回、高松）：　
予算 15万円 x 4

日中、日加（第97回、別府）

予算 15万円 + 25万円

[ 近隣枠 ]  中国生理学会- 日本生理学会　合同シンポジウム　（予算上限 15万円）　（3月18日）
CAPS – PSJ Joint Symposium

Symposium title

Cutting edge of cell fate determination and migration in the developing cerebral cortex 
Proposer & Organizer
Dr Akiko Arata
Co-Chairs

Dr Chiaki Ohtaka-Maruyama, Dr Qin Shen (Professor, Tongji University, Shanghai, China)　

Speakers and Presentation titles
Dr Yusuke Kishi, Dr Qin Shen, Dr Chiaki Ohtaka-Maruyama, Dr Kazunori Nakajima

[ 遠方枠 ]  カナダ生理学会- 日本生理学会　合同シンポジウム　（予算上限 25万円）　（3月17日）
Canadian Physiological Society (CPS) - PSJ Joint Symposium

Symposium title

Cutting-edge approaches to the functioning mechanisms and pathophysiology of ion channels

Co-Chairs

Dr Yoshihiro Kubo, Dr David Fedida (Professor, University of British Columbia, Vancouver, Canada) 

Speakers and Presentation titles
Dr Tomoya Kubota, Dr Koichi Nakajo, Dr David Fedida, Dr Shigetoshi Oiki
なお、日中合同シンポジウムのQin Shen教授は、中国・上海からの来日となる。新型コロナウイルス感染の状況次第では、来日がかなわずシンポジウムが開催できない可能性もある。現時点では、予定通り開催するつもりで状況を注視する。
[2]　今後の国際交流委員会シンポジウムの計画
第98回大会（2021年3月、名古屋）、および第99回大会でも、同程度の財務規模で企画したいと考えている。第98回大会は、解剖学会との合同大会となるので、必要に応じて解剖学会との連携も行いたい。また、節目となる第100回大会では規模を拡張としての開催も視野に入れて検討を行いたい。
[3] 生理科学関連の国際学会、海外での学会について

(1)  Chinese Physiological Society (CPS)等の台湾の基礎医学関連の学会連合による、The 35th Joint Annual Conference of Biomedical Sciencesが、2020年3月21日- 22日に台北にて開催される。この学会において樽野陽幸教授が Plenary Lecturerとして招待講演を行う。

(2)  Europhysiology 2020が、2020年9月11日- 13日に、ベルリン（ドイツ）で開催される。ヨーロッパの生理学会が協力して行うもので、背景にIUPS2025のドイツでの開催がある。この参加登録が2020年1月15日に開始されたため、PSJ会員に対し一斉メールにより周知した。

(3)  IUPS2021 （北京）へのシンポジウムの提案募集が2020年春頃行われる予定であるため、PSJ会員に対し、一斉メール等により直ちに周知し、PSJのプレゼンスを発揮できるよう提案をうながしたい。
2020年度事業計画

（既に、承認済み）

上述のように、2020年3月の大分大会で、40 (15+ 25) 万円の予算で、2件の国際交流委員会シンポジウムを実施する。
理事会への提案（議事として諮りたいことをお書き下さい）　　　　無し
